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細胞が標識されているのが認められた｡ この標識
された細胞が果して_tl.一印の細胞であるのか､ま
たどの様な形懐を持つのか､引き続き検討してい
る｡
サル大脳におけるプロテインキナーゼの械能と
生理的役割
古橋 避(山口大 ･教菜)
情報伝道において蛋白質 .)ン酸化反応および
ca2十の役割は3E要であろが､Ca2十の関与する
プロテインキナーゼは､大別して2校に分けられ
る｡すなわち､ProteinKi｡aseCおよびCa2+
/Calmodulin依存性プロテインキナーゼである｡
とりわけ後者に屑する酵素のうち､Calmodulin
依存性で基質特異性の比較的広い多機能プロテイ
ンキナーゼが注目されている｡両酵素ともに､脳
組鰍乙は活性が高く､ネズミ､ウサギなどから酵
素蛋白は純化されている｡昨年度までに筆者らは､
サル大脳よりいくつかのプロテインキナーゼ(A
-Kinase,C-Kinase,CaM-PK)を臣出し､
その基質蛋白質を同定した｡本年度はこれらのう
ち､高分子虫をもつ多機能-カルモデュl)ン依存
性プロテインキナーゼに若目して実験を行った｡
酵素は､大脳の100,000g上田のDEAE-セル
ロースクロマトグラフィー､硫安分画(0-0.4
飽和)､ハイドロキシルアパタイト､カルモデュ
リンーアガロース､セフアローズCg-6Bなどの
クロマトグラフィーにより純化に成功した｡罷免
泳動的には均一である｡分子虫はほぼ50-60万で
あり､これまでに報告されている多機能性カルモ
デュリン依存性プロテインキナーゼと同一の酵素
と考えられた｡基質特爽性は広く､シナブシン､
チューブリン､などに対して活性が高く､各種ヒ
ストン､プロタミン､ホスビチンに対しては低い
基質特異性を示した｡カゼインに対する活性はシ
ナブシン1に対しレ10程度であった｡脳内にお
いて60C/Oは上清分画に､残りは桁粒分画に存在し
たoカルモデュリンに対するKo.5-70nMであ
りイヌ心臓､ラット脳などから得られた群菜とよ
く似ている｡
本酵素の生体内基質をSDS-PAGE､オートラ
ジオグラフィー により検索した結果､850K､170
K､80K､78K､50Kの4柾の基質が同定でき
た｡いずれも上m分所には存在しない｡現在､こ
れら!LS･円の同定を行っていろ｡
課 題 7
等電点電気泳動法を用いたニホンサルの地域
iB伝分化に関する研究
川本 芳(名大･良 )
昨年度の共同利用研死で等昭点昭気泳動法によ
りニホンザルのビタミンD結合性タンパク(DB
P)変異を検出できることが砕認できた｡今年度
をこのDBP変穴の地理的分相を明らかにするこ
とを目的として､各地から収班され荊大正技研に
保存されていろ血蔽試料の袈現型を判定した｡44
地域柴田(ホンドザル48郡とヤクザル)計884個
休について検黙したところ､これまでに穴なった
等電点をもつ5柾河のDBP分子が検出できた｡
また泳動により判別される表現型はll.-バンド､
二本バンドのいずれかであり､他生物で和告され
ている常染色体共慣性迫伝子による支配が予想さ
れた｡
変異の地理的な出現傾向は以下のようにまとめ
られる｡
①他の血液タンパク多型の例と同様に､DBPに
おいてもニホンザルにみられる変飛型は地域熊
田全体に広く認められるタイプ(a型)と､い
.くつかの柴田に限って検出されるタイプ(b,
C,d,e)に大別できる｡.
②b型は中部 ･閃煎(市松群を除く)､煎北地方
の群れで検出され､大部分の近畿以西群では認
められない｡
③C型は近畿圏のいくつかの群れだけにLR申分布
する｡
ニホンザルにおける従釆のタンパク多型調査で
は､変罪の著しい地域局在化傾向が観察され､ニ
ホンザル祖先の日本列氏浸入後の分布拡大と関連
づけて議論できる標識タンパクは乏しい｡今回D
BPのb型で認められた分布傾向(上記まとめの
② )は､列E3円でニホンザル分布域が変化した過
程を示唆する結果と考えられ､ニホンザルの進化
を考察する上で興味がもたれる｡
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